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わたしの夢、語ります

平岡　海
かれん

恋　さん　美浜西小学校 6年 (早瀬)

　私の夢は、世界中のみんなを笑顔にすることです。

ステージや舞台に立って、みんなに笑顔と感動を届け

られるような人になりたいと思っています。

　理由は、メディアに出ている人たちを見て｢私もこ

んな風に輝いて、世界中のみんなを笑顔にしてあげた

い！｣と強く思ったからです。

　夢を叶えるために、まずは自分磨きを頑張りたいと

思っています。まずは内面。生活態度等を改めて、内

面から輝く綺麗な女性になることから始めたいと思い

ます。

　いつか夢を叶えられる日まで、諦めずに頑張ってい

きたいです。
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世界中のみんなを笑顔に

‐表紙の写真‐

　3月7日の戸嶋町長初登庁の様

子です。

　町職員が出迎える中、花束を受

け取った戸嶋町長は役場庁舎の正

面玄関から登庁し、2期目となる

戸嶋町政が始まりました。

  2 私の夢、語ります／表紙の写真／目次

  3 戸嶋町政 2期目スタート

なびゲーランド／美し美浜プレミアム学校給食／観光ガイド育成講習会　他
20 まちウォッチング

人間ドックの検診費用を助成します／美浜町デマンド交通運行実証事業　他
22 情報BOX

28 美浜発電所の状況について

29 ふるさと昔よもやま話132／文芸欄

34 くらしのカレンダー

30 すこやか放送局

32 ハートフル広場
はじめてバースデー／町人さん／慶弔／人口の動き／広報クイズ

27 美浜の環境シリーズ156

戸嶋町政
2期目スタート

　任期満了による美浜町長選挙が2月21日に告示さ

れ、現職の戸嶋秀樹氏が、無投票で当選されました。

　今月号では、2期目にあたる戸嶋町長のまちづくりの

方針についてお聞きしました。

｢まちづくり｣3つの柱
①住んでいることに幸せと誇りを
　実感できる｢まちづくり｣

｢まちづくり｣を着実に推進するための地域力・行政力の強化

｢まちづくり｣推進力

◎ 住民主体の｢地域づくり・集落づくり｣を強力

　に支援します

③誰もが訪れたくなる・住みたくなる・
　応援したくなる｢まちづくり｣

②夢と希望・活気あふれる産業を育む｢まちづくり｣

◎ ｢地域愛｣に満ちた未来を拓く、｢人づくり・

　地域づくり｣を進めます

◎ 子どもから高齢者まで誰もが｢健やかで

　温もりあふれる地域づくり｣を進めます

◎ 成長ステージに合わせた｢きめ細やかな

　子ども・子育て支援｣を充実します

◎ 誰もが楽しく集う、笑顔と活気あふれる

　｢にぎわいゾーン整備｣を進めます

◎ 住民の生命財産を守り、安心して暮らせる

　｢防災・減災対策｣を充実強化します

◎ 美し自然と食を育む、｢持続可能な農林水産

業｣の実現に向け支援します

◎ 豊かな地域経済を育む｢活力ある商工業｣の実

現に向け支援します

◎ 安全安心を最優先に｢原子力や再生可能エネ

ルギーと共生｣するまちづくりを進めます

◎ 新幹線時代を見据えた｢観光誘客・おもてな

し環境づくり｣を進めます

◎ 若者世代の移住・定住に繋がる｢魅力ある生

活環境づくり｣を促進します

プロフィール
戸嶋　秀樹(としま　ひでき)

昭和32年7月1日生(65歳)・宮代在住

趣味：ウォーキング

座右の銘：誠心誠意

‐経歴‐

昭和57年3月　鳥取大学農学部卒業

 昭和57年4月　  福井県庁へ奉職・農林水産部

農村振興課長等を歴任

平成26年4月　副町長に就任

平成31年3月　町長に就任

令和5年3月　  町長2期目に就任

｢まちづく
り｣の

新たなス
テージへ

‼

◎ 次世代を見据えた｢持続可能な行財政運営｣を

　進めます

  6 美浜町レイクセンターオープン

14 令和5年度 予算

16 美浜町での暮らしを応援します‼

18 地域あいあいポイント事業ポイント交換のご案内

12 美浜町地域公共交通計画を策定

10 美し美浜の地域愛表彰

11 お気に入りの一冊コンテスト入賞者発表
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地
域
愛
あ
ふ
れ
る

地
域
愛
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　
　
　
　
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

―
―
ま
ず
は
、
2
期
目
の
当
選
に
あ
た

り
、現
在
の
心
境
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
た
び
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し

て
、
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
各
方
面

か
ら
力
強
い
ご
支
持
と
あ
た
た
か
い
ご
厚

情
を
賜
り
、
3
月
7
日
を
も
っ
て
引
き

続
き
2
期
目
の
町
政
運
営
の
重
責
を
担

わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
政
を
担
う
責
任
の
重
大
さ
を
改
め

て
痛
感
し
、身
の
引
き
締
ま
る
思
い
と
、

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
で
地
域
愛
あ
ふ
れ
る

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
誠
心

誠
意
・
一
生
懸
命
取
り
組
む
決
意
を
新

た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

―
―
最
後
に
、
町
長
か
ら
町
民
の
皆
様

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
、
町
で
は
、
第
五
次
美
浜
町
総

合
振
興
計
画
に
掲
げ
る
ま
ち
の
将
来
像

｢

み
ん
な
で

創つ
く

り

絆つ
な

ぎ

集つ
ど

う

美
し

美
浜｣

の
実
現
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
全
国
、
ま
た
、
本
町
に
お
い
て

も
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
等
の
大
き

な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
の
将
来

像
の
実
現
に
は
、
行
政
の
取
り
組
み
だ

け
で
は
な
く
、
町
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り

が
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
、
自
分
ご
と

と
し
て
考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
る
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

町
民
の
皆
様
と
行
政
が
地
域
課
題
を

共
有
し
て
、
協
働
で
取
り
組
む
体
制
を

強
化
し
、
地
域
愛
あ
ふ
れ
る
豊
か
な
町

の
実
現
に
向
け
、
1
歩
ず
つ
着
実
に
歩

み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

―
―｢

ま
ち
づ
く
り｣

3
つ
の
柱
を
実
現

す
る
た
め
の
政
策
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

｢

ま
ち
づ
く
り｣

3
つ
の
柱
を
推
進

す
る
に
は
、
地
域
力
と
行
政
力
の
強
化

を
更
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

地
域
力
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
課
題
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
地
域
の
皆
様
で
作
り
上
げ
る｢

集

落
元
気
プ
ラ
ン｣

が
機
能
し
て
き
て
お

り
、
こ
れ
を
契
機
に
佐
柿
区
や
菅
浜
区

に
て
地
域
活
性
化
の
た
め
の
法
人
が
立

ち
上
が
る
等
、
地
域
主
体
の
活
動
が
芽

生
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
外
か
ら
美
浜
を
ア
ク
テ
ィ

ブ
に
応
援
し
て
い
た
だ
け
る｢

み
は
ま

応
援
ク
ル
ー｣

に
よ
る
地
域
活
動
等
へ

―
―
1
期
目
を
振
り
返
り
、
ど
の
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

1
期
目
の
4
年
間
は｢

住
ん
で
い
る

こ
と
に
幸
せ
と
誇
り
を
実
感
で
き
る
ま

ち
づ
く
り｣

、｢

夢
と
希
望
・
活
気
あ
ふ

れ
る
産
業
を
育
む
ま
ち
づ
く
り｣

、｢

誰

も
が
訪
れ
た
く
な
る
・
住
み
た
く
な
る
・

応
援
し
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り｣

を
進

め
る
べ
く
、
必
要
な
施
策
を
機
動
的
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
力
と
な
る｢

地
域
力｣

や｢

行
政
力｣

の
強
化
と
そ
の
源
泉
と

な
る｢

地
域
愛｣

の
醸
成
に
努
め
て
き

―
―｢

ま
ち
づ
く
り｣

3
つ
の
柱
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
き

ま
す
か
。

●

住
ん
で
い
る
こ
と
に
幸
せ
と
誇
り
を

実
感
で
き
る｢

ま
ち
づ
く
り｣

　

ま
ず
、
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
で
あ

る
人
づ
く
り
と
地
域
づ
く
り
が
第
一

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
住
ん
で
い
る

人
が｢

地
域
愛｣

を
持
ち
、
健
康
長

寿
で
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
こ
と

で
、
美
浜
に
住
ん
で
い
る
こ
と
に
誰

も
が
幸
せ
と
誇
り
を
も
っ
て
活
躍
で

き
る
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
美

浜
ほ
っ
と
子
育
て
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等

●

夢
と
希
望･

活
気
あ
ふ
れ
る
産
業

を
育
む｢

ま
ち
づ
く
り｣

　

町
の
自
然
と
食
を
育
む｢

持
続
可
能

な
農
林
水
産
業｣

と
豊
か
な
地
域
経
済

を
育
む｢
活
力
あ
る
商
工
業｣

を
目
指

し
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
農
業
で
は
、
生
産
性
の
高
い

稲
作
や
園
芸
基
盤
の
整
備
、
農
業
従
事

●

誰
も
が
訪
れ
た
く
な
る･

住
み
た
く

な
る･

応
援
し
た
く
な
る｢

ま
ち
づ

く
り｣

の
参
画
の
拡
大
を
図
り
な
が
ら
、
住
民

が
主
体
と
な
る
地
域
づ
く
り
や
集
落
づ

く
り
を
強
力
に
支
援
す
る
こ
と
で
地
域

力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

行
政
力
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
美
浜

町
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
計
画
的

な
将
来
を
担
う
人
財
の
育
成
や
健
全
な

行
政
組
織
の
運
営
等
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
町
情
報
化
推
進
計
画
に
基
づ
き
デ

ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
新
た
な
価
値
や

サ
ー
ビ
ス
を
創
出
し
、
誰
に
で
も
優
し

い｢

暮
ら
し
・
産
業
・
行
政
の
Ｄ
Ｘ｣

を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
で
、
次
世
代

を
見
据
え
た｢

持
続
可
能
な
行
財
政
運

営｣

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
が
令
和
6
年

春
に
迫
っ
て
い
ま
す
。
１
０
０
年
に
1

度
の
チ
ャ
ン
ス
と
も
い
わ
れ
て
い
る
こ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逸
す
る
こ
と
な
く
、

観
光
誘
客
や
お
も
て
な
し
環
境
づ
く
り

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
4
月
12
日
に
オ
ー
プ

―
―
原
子
力
行
政
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
水
や
食
料
と
と
も

に
、
国
の
根
幹
を
な
す
重
要
な
資
源
の

1
つ
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
我
が
国

は
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
に
直
面
し
、

更
に
は
地
球
温
暖
化
に
起
因
す
る
甚
大

な
自
然
災
害
も
頻
発
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
状
況
の
も
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

安
定
供
給
、
安
全
保
障
、
脱
炭
素
化
に

資
す
る
原
子
力
発
電
の
果
た
す
役
割
は

極
め
て
大
き
く
、
将
来
的
に
も
必
要
で

あ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

町
で
は
、こ
れ
ま
で
半
世
紀
に
わ
た
り
、

国
策
に
協
力
し
て
い
く
と
い
う
強
い
信
念

と
誇
り
を
胸
に
、
原
子
力
と
の
共
生
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

美浜町のまちづくりについて語る戸嶋町長

Interview with our mayor
美浜町長 戸嶋秀樹が語る｢美浜町のまちづくり｣

の
成
長
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
き
め
細

や
か
な
子
育
て
支
援
や
げ
ん
げ
ん
歩
楽

寿
を
中
心
と
し
た
健
康
づ
く
り
の
推
進
、

集
落
元
気
プ
ラ
ン
等
で
積
み
上
げ
た
多

様
な
発
想
と
意
欲
あ
る
地
域
づ
く
り
活

動
へ
の
支
援
等
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

6
月
2
日
に
は
、
道
の
駅
若
狭
美
浜

は
ま
び
よ
り
が
開
業
し
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
美

浜
駅
や
イ
チ
ゴ
観
光
農
園
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｂ

Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ｙ
、
な
び
あ
す
等
と
の
相
乗
効

果
を
引
き
出
す
こ
と
で
、｢

に
ぎ
わ
い

ゾ
ー
ン｣

の
機
能
を
充
実
し
、
誰
も
が

楽
し
く
交
流
で
き
る
空
間
の
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
、
洪
水
情
報
伝
達
網
の

構
築
や
集
落
防
災
体
制
の
強
化
、
避
難

施
設
の
強
靭
化
に
よ
る
地
域
防
災
力
の

充
実
強
化
を
進
め
ま
す
。

者
等
の
育
成
強
化
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

林
業
で
は
、
令
和
4
年
10
月
に
策
定

し
た｢

わ
か
さ
美
浜
町
森
づ
く
り
プ

ラ
ン｣

に
基
づ
き
、
町
民
参
加
に
よ

る｢

み
ん
な
で
創
る
森
づ
く
り
活
動｣

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

水
産
業
で
は
、
ひ
る
が
響
等
の
水

産
ブ
ラ
ン
ド
を
活
用
し
た
次
世
代
に

つ
な
が
る
水
産
業
の
振
興
と
新
た
な

水
産
資
源
の
特
産
化
に
向
け
た
取
り

組
み
を
支
援
し
ま
す
。

　

商
工
業
で
は
、商
工
団
体
と
連
携
し
、

企
業
や
経
営
基
盤
の
強
化
に
つ
な
が
る

支
援
策
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
企
業

誘
致
や
雇
用
の
拡
大
、
交
流
人
口
の
拡

大
を
見
据
え
た
地
域
経
済
活
性
化
対
策

を
推
進
し
ま
す
。

ン
す
る
美
浜
町
レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
指
定
管
理
者
で
あ
る
三
方
五
湖

Ｄ
Ｍ
Ｏ
㈱
や
観
光
団
体
等
と
連
携
し
、

官
民
一
体
の
誘
客
活
動
の
強
化
と
道
の

駅
を
拠
点
と
す
る
2
次
交
通
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
美
し
い
浜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や

観
光
道
路
の
美
化
活
動
に
よ
る
景
観
保

全
と
接
客
意
識
の
醸
成
に
よ
る
お
も
て

な
し
環
境
づ
く
り
を
行
い
、
交
流
人
口

の
拡
大
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
人
口
減
少
対
策
の
一
環
と
し
て
、

子
ど
も
・
子
育
て
の
充
実
や
若
者
世
代

に
魅
力
あ
る
生
活
環
境
を
提
供
し
、
移

住
者
の
増
加
と
定
住
の
促
進
を
図
る
た

め
、
住
宅
分
譲
地
の
整
備
や
嶺
南
Ｅ
コ
ー

ス
ト
計
画
と
連
携
し
た
ス
マ
ー
ト
タ
ウ

ン
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
の
最
大
限

の
確
保
を
前
提
に
、
原
子
力
と
共
生
す

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
本
町
の
避
難
道
路
は
東

西
方
向
に
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
滋
賀

県
方
向
へ
の
道
路
新
設
に
向
け
て
、
引
き

続
き
国
や
県
、
関
係
機
関
に
要
請
を
行

い
、
避
難
道
路
や
制
圧
道
路
の
多
重
化
・

強
靭
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
北
陸
新
幹
線
敦
賀
開

業
の
効
果
を
見
据
え
た
観
光
資
源
の
磨

き
上
げ
を
は
じ
め
、
町
の
に
ぎ
わ
い
創

出
の
拠
点
と
な
る｢

に
ぎ
わ
い
ゾ
ー
ン｣

整
備
、
防
災
情
報
伝
達
基
盤
の
更
新
・

強
靭
化
等
、
安
全
安
心
な
生
活
環
境
の

充
実
、
地
域
愛
の
醸
成
と
地
域
活
動
の

活
性
化
等
、
1
歩
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す

が
着
実
に
歩
み
を
進
め
、
美
浜
町
の
将

来
に
つ
な
が
る
礎
を
築
く
こ
と
が
で
き

た
と
考
え
て
い
ま
す
。
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美
浜
町
レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ

information

所 在 地 美浜町早瀬第24号 4番 1

構　　造 木造平屋建て

面　　積 本館棟　408㎡
附属棟　112㎡

営業時間 午前9時～午後5時

休 館 日 水曜日、年末年始 (12/29 ～ 1/3)

乗 船 料 貸切り：50,000円
大人 (中学生以上 )：1,980円
小人 (小学生以下 )：990円
未就学児：無料 (家族等の保護者と同乗 )
障害者手帳所持者：通常料金の半額

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
観
光
戦
略
課(

担
当･

武
田)

　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
６
７
０
５

湖
面
と
湖
周
か
ら
三
方
五
湖
の
魅
力
に
ふ
れ
る

メンテナンス桟橋

本館棟

レジャー桟橋

賑わい広場 電池推進遊覧船

メイン桟橋

ソーラーサイン 附属棟

ウッドデッキ

(1時間当たり)

　

平
成
28
年
12
月
、
町
の
観
光
を
牽
引
し
て

き
た
三
方
五
湖
を
巡
る
観
光
遊
覧
船
が
運
航

を
終
了
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
観
光
関
係
者
等
か
ら
存
続
を
望

む
声
が
あ
っ
た
こ
と
も
踏
ま
え
、
町
内
の
商

工
・
観
光
関
係
者
等
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

付
加
価
値
を
付
け
た
遊
覧
船
事
業
の
再
開
に

向
け
、
可
能
性
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
遊
覧
船
・
発
着
施
設
と
も

に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
事

業
展
開
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
次
の

と
お
り
各
種
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

遊
覧
船
事
業
の
再
開
に
向
け
て

和
6
年
春
の
北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業

等
を
見
据
え
、
三
方
五
湖
エ
リ
ア
の

魅
力
を
更
に
高
め
る
た
め
整
備
を
進
め
て
き

た
美
浜
町
レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
と
電
池
推
進
遊

覧
船
の
関
連
工
事
が
完
了
し
、
4
月
12
日
に

開
業
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
含

め
、
新
た
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
施
設
を
紹
介

し
ま
す
。

令
□
主
な
経
過

令
和
元
年
度

・
東
京
海
洋
大
学
と
三
方
五
湖
の
環
境
条
件

に
適
合
し
た
電
池
推
進
船
を
開
発

・
電
池
推
進
実
証
船
の
建
造
に
着
手

令
和
2
年
度

・
電
池
推
進
実
証
船
を
建
造
し
、
電
池
推

進
シ
ス
テ
ム
を
含
む
船
体
の
安
全
性
や

耐
久
性
、
性
能
等
を
確
認
す
る
実
証
実

験
を
実
施

令
和
3
年
度

・
安
全
が
確
認
さ
れ
た
電
池
推
進
実
証
船
を

商
用
船
に
改
修

・
電
池
推
進
遊
覧
船(

2
隻
目)

の
建
造
に

着
手

・
旧
レ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
解
体

・
新
レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
建
築
工
事
、
太
陽
光

シ
ス
テ
ム
導
入
工
事

令
和
4
年
度

・
新
レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
外
構
、
桟
橋
工
事

・
電
池
推
進
遊
覧
船(

2
隻
目)

建
造
中

(

令
和
5
年
度
完
成
予
定)

4月12日(水)
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竹長　徹 氏

美浜町レイクセンター指定管理者

三方五湖DMO㈱
代表取締役

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
航
行
す
る

          　
　
　
　
　
　

国
内
初
の
電
池
推
進
遊
覧
船

三
方
五
湖
観
光
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

　

レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
は
、
乗
船
客
の

待
合
室
や
カ
フ
ェ
、
湖
を
眺
望
で
き

る
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
ほ
か
、
三
方
五

湖
を
周
遊
す
る
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
機
能
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

が
出
店
可
能
な
賑
わ
い
広
場
も
兼
ね

備
え
て
お
り
、
レ
ジ
ャ
ー
桟
橋
で
は
、

カ
ヤ
ッ
ク
等
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
施
設
を
三
方
五
湖
観

光
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
、
魅
力

あ
る
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
可
視
化

　

レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
で
は
、
美
浜
町
エ

ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
を
図
る
た

め
、
建
物
の
屋
根
に
太
陽
光
パ
ネ
ル

(

52･

08
㎾)

を
設
置
し
、
発
電
し
た

電
力
を
蓄
電(

１
３
３･

8
㎾)

し
て
、

船
に
充
電
す
る
仕
組
み
を
導
入
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
電
気
の
流
れ
を
一
目
で

確
認
で
き
る
情
報
表
示
モ
ニ
タ
ー
を
船

や
建
物
に
設
置
し
て
お
り
、
観
光
の
視

点
だ
け
で
は
な
く
、自
然
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

学
習
の
場
と
し
て
も
活
用
で
き
ま
す
。

↑情報表示モニターに表示される電力の使用状況

船
陸
間
通
信
シ
ス
テ
ム
に
よ
り

　

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
情
報
を
発
信

　

遊
覧
船
に
は
、
カ
メ
ラ
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を

搭
載
し
て
お
り
、
航
行
中
の
映
像
や
位

置
情
報
を
船
内
や
レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
の

モ
ニ
タ
ー
で
表
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
来
場

者
は
ど
こ
に
い

て
も
遊
覧
船
の

状
況
を
確
認
で

き
ま
す
。

↑ 運航状況を表示するモニター画面

客室

コックピット

動力源となるリチウムイオン
2次電池(300kWh)

待合室

レンタサイクル(電動アシスト付き)

駐車場

賑わい広場
ウッド
デッキ

待合室
事務室

サイク
リング

倉庫

女子
トイレ

男子
トイレ

バリアフリートイレ

通路

スロープ
桟橋へ

出入口

出入口

収納

チケット
カウンター

カフェ

本館棟平面図

艇庫

キュービ
クル

蓄
電
池

急速
充電器

電気室

附属棟平面図

カフェカウンター・チケットカウンター

　

遊
覧
船
の
コ
ン
セ
プ
ト
は｢

自
然

と
共
生
す
る
未
来
創
造
船｣

で
、
将

来
の
遠
隔
操
船
や
自
立
運
転
を
可
能

と
す
る
設
計
と
し
て
い
ま
す
。

　

外
観
は
、
空
気
抵
抗
を
抑
制
す
る

流
線
形
と
し
、
湖
面
の
揺
ら
ぎ
を
モ

チ
ー
フ
に
曲
線
を
多
用
す
る
等
、
次

代
を
創
造
し
た
フ
ォ
ル
ム
と
し
て
い

ま
す
。

　

動
力
は
電
気
モ
ー
タ
ー
で
、
エ
ン

ジ
ン
特
有
の
匂
い
が
な
く
船
酔
い
が

軽
減
さ
れ
る
ほ
か
、
運
航
中
の
騒
音

が
小
さ
い
た
め
、
野
生
動
物
を
間
近

で
観
察
で
き
ま
す
。

定
員
は
40
名(

椅
子
席
27
席)
で
、

船
内
に
は
エ
ア
コ
ン
や
ト
イ
レ
を
完

備
。
船
体
後
方
の
デ
ッ
キ
で
は
、
三

方
五
湖
の
風
を
感
じ
な
が
ら
、
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
を
楽
し
め
ま
す
。

　

町
で
は
、
民
間
事
業
者
の
経
営
ノ
ウ

ハ
ウ
を
公
共
施
設
の
管
理
・
運
営
に
生

か
す
た
め
、
指
定
管
理
者
に
三
方
五
湖

Ｄ
Ｍ
Ｏ
㈱
を
選
定
。
同
社
が
令
和
14
年

3
月
ま
で
施
設
の
管
理
・
運
営
を
担
い

ま
す
。

　

今
後
、
町
で
は
、
レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー

を
三
方
五
湖
観
光
の
拠
点
施
設
と
し

て
、
指
定
管
理
者
を
は
じ
め
、
県
や
若

狭
町
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ラ
イ
ン
等
の
三
方

五
湖
周
辺
の
観
光
・
文
化
施
設
等
と
連

携
し
、交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

三
方
五
湖
観
光
の
拠
点
施
設
と
し
て

　

交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す

人
が
集
い
交
流
す
る
空
間
を
創
出
し

ま
す
。

　

湖
上
で
は
、
電
池
推
進
遊
覧
船
を

活
用
し
た
三
方
五
湖
ク
ル
ー
ズ
は
も

ち
ろ
ん
、
カ
ヤ
ッ
ク
や
ペ
ダ
ル
ボ
ー
ト
、

更
に
、
東
京
海
洋
大
学
と
と
も
に
開

発
し
た
Ｓ
Ｓ
Ｅ
Ｃ(

再
エ
ネ
を
活
用

し
た
小
型
船)

を
提
供
し
ま
す
。

　

館
内
で
は
、
カ
フ
ェ
に
お
い
て
、
地

元
食
材
を
使
っ
た
ホ
ッ
ト
ド
ッ
ク
等
を

販
売
し
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
等
で
ゆ
っ
く

り
と
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
空
間
を

演
出
し
ま
す
。賑
わ
い
広
場
に
は
、キ
ッ

チ
ン
カ
ー
を
招
き
、
地
域
の
皆
様
に

も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
、
北
陸
新
幹
線
敦
賀
開

業
が
来
春
に
迫
り
、
2
年
後
に
は
、

日
本
国
際
博
覧
会(

大
阪
万
博)

も

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

弊
社
で
は
、
国
内
外
か
ら
の
誘
客

は
も
と
よ
り
、
何
よ
り
も
地
域
の
皆

様
に
愛
さ
れ
る
場
所
と
な
る
よ
う
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
レ
イ
ク
セ

ン
タ
ー
が
起
爆
剤
と
な
り
地
域
の
活

性
化
に
寄
与
で
き
る
よ
う
に
、
周
辺

の
観
光
・
文
化
施
設
等
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

三方五湖の魅力を発信し、地域の活性化につなげます

開
し
、
美
浜
・
若
狭
両
町
の
地
域
の
活

性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

三
方
五
湖
Ｄ
Ｍ
Ｏ
㈱
を
令
和
2
年
4
月

に
設
立
し
ま
し
た
。

　

弊
社
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
自
然
体
験

ツ
ア
ー
や
子
ど
も
キ
ャ
ン
プ
、
教
育
旅
行

の
企
画
・
運
営
等
を
実
施
し
、
地
域
に

根
差
し
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

今
般
、
指
定
管
理
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
美
浜
町
レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
は
、
低
炭

素
社
会
を
見
据
え
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
を
掲
げ
た
先
進
的
な
施
設

で
、
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
航
行
す

る
遊
覧
船
を
は
じ
め
、
三
方
五
湖
を
周

遊
す
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
機

能
、
更
に
、
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
で

あ
る
賑
わ
い
広
場
等
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る

よ
う
な
仕
掛
け
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
地
域
の
宝
で
あ
る
三
方

五
湖
の
歴
史
や
文
化
を
理
解
し
、
自
然

環
境
の
保
全
に
努
め
な
が
ら
、
多
く
の

方
五
湖
周
辺
の
観
光
資
源
を
生

か
し
た
持
続
可
能
な
事
業
を
展

三


